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アカポウクジラＺｉｐ/zmscauj7ost7jsの尿管より得られた

CmssjcauaagjZia肘肌αの形態
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要約

1990年４月，静岡県静浦海岸で捕獲されたアカポウクジラの左右の腎臓の尿管より
C7asstcauda属線虫が多数採取された。雄は体長320-355mm，最大幅は3.3mm，虫体は半透明の外

皮に覆われ，その前部と後部が螺旋状に湾曲する。□は頭部の中央に開き，長方形で側方に突出し
た口唇に囲まれる。頭部乳頭は４個の亜正中乳頭からなり，そのほかに２個の双器がある。神経輪

は頭端より0.3-0.35mmにある。食道は雄では長さ29.4-35.2mm，雌では34.5-41.0mmである。肛門前

乳頭は４対，肛門後乳頭は６対である。交接刺は左右ほぼ同長で，長さ100-l4qumである。クロ

アカは尾端から1.7-2.2mmに開き，尾端は丸い。雌は全長430-560mm，最大幅は4.2mmである。狭窄

部に陰門が開口する。陰門より短い膣が続き，更に２本の子宮に連なる。子宮は長さ170-200mmで，

前方でやや細くなり，これに続く輸卵管は前方に走った後,畑卵巣となり，子宮と腸の接合部付近で
終わる。C7assicauda属には14種が報告されているが，交接刺を持つものとしてはC

c7assicauda,Ｃ・aut/zonyi,Ｃ・ｇｊＺｉａｈｉａｎａ，Ｃ・costａｔα，Ｃ・deZamureα"α，Ｃ・duguyiの６種
が知られている。今回アカポウクジラより得た虫体には交接刺があり，上記の６種と比較した結果，

今回の標本は虫体の大きさ，口唇の状態，頭部乳頭の配列，雄の交接刺の構造と大きさ，雌の尾部

の形態，陰門の構造，虫卵の大きさ，寄生部位などがほぼ一致したのでC7assicudagiZjahiα"α
SkrjabinetAndreeva,1934と同定した。
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虫体，雌５隻，雄５隻を採取した。更に虫体から頭部，

消化管，生殖器管の一部を切り出し，洗浄後ラクトフェ

ノール液で透化し，観察した。走査電子顕微鏡標本は採

取直後の虫体を生理食塩液で洗浄した後，2.5％のグル

タールアルデヒド液で30分間固定した後，エタノール系

列で脱水し，臨界点乾燥法により乾燥し，炭素と金を蒸

着した。

成績

虫体の形態：虫体は半透明の角皮に覆われ，前部と後

部はラセン状に湾曲する。頭部は鈍円で，口は先端中央

にあり，背腹の方向に長方形に開き，側方に突出した１

対の口唇に囲まれる。側唇は幅が広く，先端は鈍円，表

面には２個の小乳頭が存在する（Figs、4,5)。頭部乳頭

は４個で，側方に１対の双器がある。ロの後方には咽頭

があり，キチン化が著しく，背腹側から見ると扁平で，

ロート状を呈する。咽頭に続く食道は前部の筋肉部と後

部の腺状部に分かれる。筋肉部は細く，腺状部は幅広く

長い。頚部乳頭は大きく，食道の筋肉部と腺部の境界部

緒＝

鯨類に寄生するCrassicauda属線虫については外国

ではBaylis（1932)，Chabaud（1962)，Dollfus（1968)，

JoyeuxcandBear（1931)，JohnstonandMawson

(1941)，Lopez-Neyra（1958)，MargolisandPike

(1955)，LeiperandAtkinson（1914)，Ｒａｇａ（1987)，

Spaul（1926),SkrjabinandAndreeva（1934)などの

報告があり，わが国ではArakietaZ．（1994)，影井・

森満（1992)，西村ら（1961）の報告がある。

1990年４月５日，静岡県静浦海岸で捕獲され，直後に

死亡したアカポウクジラZip/ziuscaui7ostrisの左右腎

臓の尿管よりC7assjcauda属線虫が多数採取されたの

で，その形態および寄生状況について述べる。

材料および方法

アカポウクジラの左右腎臓の尿管に寄生していた成熟
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の前方に左右１対存在する。咽頭のすぐ後方に神経輪が

あり，そのやや後方に排泄口が開く。

更に肛門前方の腹側面に8-10対の鰊状突起が並んでいる

(Ｆｉｇ．８)。左右の交接刺はほぼ同形で短く，管状で，

先端は丸く，そこに小孔があり，基部は広がり，頬粒状
の構造である。大きさは右刺が010-0.13×0.025-0.035

mm，左刺は0.12-0.14×0.03-0.04mmであり，副交接刺は

ない。交接刺の基部に続いて短い射精管が連なり，更に

長さ0.5-0.8mm，幅0.33-0.5mmの貯精嚢に続く。次いで貯

精嚢から輸精管となり，精巣に続く。精巣は長さ230-

275mm，幅0.2-0.33mmで腸管と食道の接合部付近で終わ

る。クロアカは尾端から1.7-22mmの距離に開き，尾部

の先端は円い（FigslO,11)。

雄虫：体長は320-355mm，最大幅は３．３mmである

(Ｆｉｇ．１)。咽頭は長さ0.15-018mm，幅0.03-0.04mm，食

道筋肉部は長さ1.4-22mm，幅008-012mmである。腺状

部は長さ28-33mm，幅08-0.43mmである。神経輪は頭端

から0.33-0.35mmにある。排泄管の長さは0.15-0.3mmであ

る。頭端から1.35-1.45mmの距離に１対の頚部乳頭か突

出し，その長さはl5-2qumである。尾部乳頭は肛門前

に４対あり，ほぼ左右対称に配列している。その第１対

はクロアカ開口部の外側にあり，第２対はクロアカの直

前にある。残りの２対はやや不規則に配列し，側方に離

れて位置する。肛門後方の乳頭は６対で，やや不規則に

並ぶ。尾端近くに１対のファスミドがある（FigslO，
11)。肛門前乳頭と肛門後乳頭は有柄乳頭で，柄は太い。

雌虫：体長430-562mm，最大幅420mmである（Ｆｉｇ．１)。
咽頭は長さ0.18-0.20mm，幅0.05-006mm，食道の筋肉部

は長さ25-3.0mm，幅0.1-02mm；腺状部は長さ32-38mm，

幅0.4-0.5mmである。神経輪は頭端から0.38mm，排泄口
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Fig.１WholeｗｏｒｍｓｏｆＣｒａｓｓｊｃａｎｄａｇﾉﾉﾉα〃α"α､Amaleandafemale・

Fig.２Anteriorpartofbody（female,ventralview).ｃｐ:cervicalpapilla,ｅｐ:excretorypore,、r:nervering,Ｃｅ：
muscularpartofesophagus,pha:pharynx
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Fig3Anarrowshowsthejunctionbetweenthemuscularandthegrandularpartsofesophagus．

Fig.４ArrangementofthelipsandpapiUae,frontalview・ａｍ:amphid,Ｌ:laterallip,ｐ:papillae

狭窄部は幅が2.0-2.5mmである。陰門は尾端から4.5-5.0

mmの狭窄部に開口し，陰門の周囲は輪状の平滑な組織に

囲まれている（Ｆｉｇ．14)。陰門に続いて短い膣があり，
長さは0.5-0.7mm，外表面は大小のいぼ状の隆起物で覆

は0.38-0.40mmにあり，排泄管は長さ0.2-0.35mmである。

頚部乳頭は頭端から1.6mmにあり，長さl5-22lumで，基

部が太く，先端は尖る。雌の後体部は長さ3.5-40,,,

幅2.8-4.2mmで，狭窄部により体部と明確に区別される。
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Fig.５Oralopeningandlabialpapillae.Ｌ:lip,ｐ:papillae
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Fig.８Arrangementofthecaudalpapillaeandspine-likeprqiections（arrow）onthe

ventralsurfaceoftheposteriorpartofbody．
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Spiculeswiththecharacteristicgranularbase
Posteriorendofmale,ventralview,showingthearrangementofcaudalpapillae．

Fig.９

Fig.１０

Ｆｉｇ．１lPosteriorendofanimmaturemale,lateralview・Ｃｌ:cloacaph:phasmid

は長さ130-150mm，幅0.42-0.6mmで，前方に向かってし

だいに細くなり，輸卵管に連なる（Ｆｉｇ．１２)。輸卵管

は長さ65.2-82mmで前方に走った後，卵巣に続く。卵巣

は長さ680-73.0mm，幅0.05-0.07mmで，食道後部付近に

われている（Ｆｉｇ．１３)。膣より２本の子宮が連なり，

子宮は複雑に湾曲した後，互いに平行して前方に走る。

子宮は筋肉組織よりなり，表面にはクチクラからなる吸

盤様の構造があり，全体か柔らかな膜に包まれる。子宮
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Fig.１２Junctionbetweentheutemsandoviduct・ｏｄ:oviduct,ｕ:uterus,Ｉ:intestine

Fig.１３VaginawithmanybosslikeprQjectionsontheoutersurfaceU:uterus,Ｖｇ:vagina
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Ｆｉｇ．１４Vulvasurroundedbyacircularsmoothstructure.ｖ:vulva

Fig.６Wormsintheurethraandreniculus・ｃｇ:Ｃ､ｇﾉﾉﾉａｌＷ"α,Ure:urethra
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Fig.７Wormsincopulation,obtainedfiomtheuretha．

達した後，体壁の筋組織内に終わる。肛門は尾端から

05-0.62mmの位置に開く。虫卵は卵殻が厚く，幼虫を内

蔵し，大きさ0.04-0.05×0.03-0.35mmである。

考察

Qussjcauda属の既報種の宿主及び寄生部位は次の

ようである。１）CboopZsナガスクジラ，ザトウクジ

ラ，泌尿器（Baylis,1920;Lambertsen,1985)，２）C

costam，セミクジラ，腎臓（Skrjabin，1969)，３）O

6e7zettjトックリクジラ，腎臓（Spaul，1926)，４）C

dmgzLyiコマッコウ，腎臓（Dollfus，1966)，５）C

meZe6omスナメリ，腎臓（Baylis，1932)，６）Ｃｓｐ
マゴンドウ，陰茎及び海綿体（Dollfus，1968)，７）Ｃ

ｍａｇｌｚａコマッコウ，腎臓（JohnstonandMawson，
1939)，８）Oc7asstcaudαゴンドウクジラ，バンドウ

イルカ，ナカ､スクジラ，アカボウクジラ，イワシクジラ，

泌尿器（JoyeuxandBear,1931)，９）Cg7ampjcoZa
マイルカ，ハナゴンドウ，オキゴンドウ，頭蓋内

(JohnstonandMawson，1941)，１０）ＣｇｉＪｊａｈｊα"α
シロイルカ，キタトックリクジラ，ツチクジラ，腎臓，

泌尿器（SkrjabinandAndreeva，1934)，１１）C

a7ztho"yiアカボウモドキ，腎臓（Chabaud,1962)，１２）

Ｃｐａｃｊ/ICαナガスクジラ，腎臓（MargorisandPike，
1955)，１３）CdsZamu7eα'Zαナガスクジラ，腎臓

(Skrjabin,1966)，１４）CtartjZisシロナガスクジラ，

腎臓（Skryabin,1959）

わが国では西村ら（1961）がバンドウイルカの尾根筋

肉からOc7assicaudαを得た。またＡｒａｋｉｅｔａＺ．

寄生状況：アカポウクジラの腎臓は腹腔の左右背側壁

にあり，細長く扁平で，結合織の被膜に覆われ，長さ

41.2mm，重さ７kg，表面は小腎と呼ばれる約400-450個

の小葉に分かれる。虫体は左腎の尿管内に雄12隻，雌１６

隻，計28隻，右腎に雄23隻，雌28隻，計51隻が内腔を満

たしていた。虫体は頭部を尿管及び分岐した細尿管内に

深く挿入し，螺旋状に巻き，頭部の周囲には嚢胞か形成

され，周囲組織に癒着していた。虫体は尾部を尿管の後

方に向かって伸ばし，腎臓後方の尿管拡張部内に集まり，

大部分は交尾していた（Ｆｉｇ．７)。虫体は中のみに見ら

れ，膀胱その他の器官内には見られなかった。その他，

小腎が数個集まって形成する融合小腎内にも寄生してい

たが，多くの場合，虫体は変性崩壊し，石灰穎粒に包ま

れたものなども見られたが，これらの虫体は寄生後かな

り長い日時を経過したものと思われた（Ｆｉｇ．６)。また
成虫以外に幼若虫の雄２隻，雌３隻が見られた。幼若な

雄は長さ150-200mmで，尾部の湾曲はほとんどなく，乳

頭の発育も不完全であった。幼若な雌は長さ260-283mm，

陰門の開口部のある尾部の括れがわずかで，その部分の

幅は1.5-1.8mm，それに続く部分の幅とほぼ同じであっ

た。
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(1994）はイシイルカの脂皮組織からC6oopisを，ツ

チクジラの腎臓からＣ・giJiahiα"αを，そしてハナゴン

ドウの鼻腔と気洞からCg7ampicolaを報告している。

さらに影井・森満（1992）はハナゴンドウの頭蓋内より

Cg7ampicoZaを記載している。

C7assicauda属の中で交接刺を持つ種としてO

c7assicauda，Ｃ・costａｔα，Ｃ・duguyi，Ｃ・ｄｅＺａｍレ

アeα"α,Ｃ､α"t肋yi,Ｃ・gZziα/eiα"αの６種が知られて

いる。今回採取した虫体も交接刺を有していたので，上

記の６種と比較した。

Ｃｃ７ａｓｓｉｃａｕｄａは宿主は同じであるが交接刺が左右

不相称で，著しく長く（左0.273mm，右0.558mm)，ｃ、

duguyiは肛門前乳頭が５対，後乳頭が４対であり，交

接刺も左0.6mm，右2.0mmで長い。Ocostat,ｚは体表が

多数の隆起物で覆われ，尾部乳頭は肛門前に５対，後に

７対存在し，交接刺は左0.076mm，右0092mmと短い。Ｃ

ｃＭａｍｕ７ｅα"αは咽頭，食道共に短く，また交接刺は

0.02mmと短い。Ｃａ几t/Zo7Mは雄の体長が大きく，食道

は雌雄ともに長い。また交接刺の基部に顎粒状の構造が

見られない。Chabaud（1962）は尾部乳頭に大小があ

り，しかも数と配列が違うことによって，アカポウモド

キから採取した虫体をｃ､gjzia肘α"αから区別し，新

種C､α"tho"yiとして記載した。また，Lopez-Neyra

(1958）がアカボウクジラから採取してCgiZiα/Biα"α

と同定した標本についてもCa7zt/zo"yiであろうと述
べている。しかし，今回の多数個体の歓擦で見るかぎり，

雄の尾部乳頭の数と配列には個体変異が大きく，種の特

徴とするには適当ではない。このたび得た標本は頭部乳

頭の配列と数，口唇の形態，交接刺の長さと基部の頬粒

状構造，雌虫尾部の形態，虫卵の大きさ及び寄生部位に

おいてC7assicaudagiZiahm"αに近似していたので

本種と同定した。なお，走査電子顕微鏡所見で，口唇乳

頭と雌虫の肛門前腹面の鰊状突起の存在，陰門，膣，子

宮の表面構造について新たな所見を追加した。
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:－００．．－￣０００。￣･･･０－００．０：

lAbstract1
..…一・…..`…＿.…-１

MORPHOLOGYOFCRASSJCAUDAGﾉLIAKﾉＡＭ(ＮＥＭＡＴＯＤＡ;SPIRURIDA）ＦＲＯＭ

ＡＣＵＶＩＥＲ，ＳＢＥＡＫＥＤＷＨＡＬＥＺ/ＰＨﾉＵＳＣＡＷＲＯＳＴＲﾉＳ

ＳＨＩＧＥＲｕＫＩＫＵＣＨＩｌ),ＹｕｚｏＫＡＺＵＮＯｌ),ＭＩｓＡＫｏＫＩＲＹＵｌ)ＡＮＤＭＡｓＡＹｕＫＩＮＡＫＡＪＩＭＡ２）

〃Kﾉﾉhｲc/2/Bjomedjcaノルsﾉﾉt"/e,／ｇ－ＩＯＲｊ"kα"２－c/､ｍｅ,Ymlzα'０－s/l/,KCI'zagawa242,〃pα"α"．
２ﾉﾉzルノＷｏＳｅａＰａｒａｄｊｓｅＡ９Ｈａｒｊ"腕,MJgα/、、α,Ｍｲｍａｚ阯珈,Ｓ/ｌｊｚＭｏＡａ４ＩＯ,ノヒJPα〃

ManynematodespecimensofthegenusCrassjcqlzmkJwereobtainedfromtheintrarenaluretersofaCuvier，s

beakedwhale,Zjphj"scavjroslrJs,capturedofftheShizu-uracoastofShizuokaPrefectureinAprill990.Males,320-

355ｍｍｌｏｎｇａｎｄ２５ｍｍｉｎｍａｘｉｍｕｍｗｉｄｔｈ,ａｒｅspirallycoiledandlooselycoveredwithtranslucentcuticle・Mouth

locatedinthecenterofheadisoblongandsurroundedbyprotrudedlabiaonbothlateralsides､Headisprovidedwith

fOursubmedianpapillaandtwoamphids・NerveringissituatedO､3-0.35mmfromheadend､Esophagusis2､2-2.5ｍｍ

inlengthPreanalandpostanalpapillaare4and6pairsrespectivelyinnumber・Bothspiculesareequalinlength,about

lOOumCloacaopens1.7-2.2mmfromtailendwhichisobtuse・Femalesare430-560mmintotallengthanｄ4.2ｍｍ

inmaximumwidthThebodyisdilatedintheposteriormostpartwhichis35-4.7mminlengthandclearlydistinguished

bytheconstrictedpartfromtheother・Vulvaislocatedintheconstrictedpart・VaginaisfOllowedbytwouteriwhich

arel70-200mmlongandslightlynarrowedinthedistalpart,whereconnectedwithoviduct､Ovidustsrunanteriorly

andareconnectedwithovarywhichisterminatednearthejunctionofesophagusandintestineFourteenspecieshave

beenreportedinthegenusCrassjcα"｡α，amongwhich6species，Ｃ、ｃ'αssjcα"dbI，Ｃ、α"//jo"ｙｊ，Ｃ、ｃｏｓｍｌｒａ，Ｃ、

｡e/αｍ”eα"α,Ｃ､。"g"y/ａｎｄＣ.ｇﾉﾉｊａｋｊα"α,havespiculesaswellasthepresentspecimens・Thepresentspecimenswere

morphologicallycomparedwiththesespeciesandidentifiedasCrassjcaＭｄｔＪｇﾉﾉﾉｑｋｊα"qSkljabinetAndreeva,l934

fiomsuchfeaturesasthemolphologyoflabia,thearrangementandnumberofcephalicpapilla,thenumberofmale

caudalpapilla,thesizeofspiculeswiththecharacteristicgranularbase,ｔｈｅｍorphologyoffemalecaudalpart,thesize

ofeggs,andthelocationofwonnsinthehost．


